
本製品は正しく取り扱うことで、安全にご使用いただけます。

製品の誤った場所での使用、誤った取り扱い、破損したままの製品を継続して使用することに
よる、事故の未然防止のため、以下の注意事項をお守りいただくよう、お願いいたします。

安全にご使用いただくためのお願い

打込型フロアーハッチ
打込型カラー舗装用鉄蓋

RSV

この度は、弊社打込型フロアーハッチ、打込型カラー舗装用鉄蓋をご使用いただき、誠にあり
がとうございます。

ご使用になる前に、必ずこの「施工上のご注意、取扱・維持管理上のご注意」をご一読いただき
ますようお願いいたします。

間違った施工を行いますと損傷、事故につながる可能性がありますのでご注意ください。

本書は、いつでも見られる場所に必ず保管していただくようお願いいたします。

施工およびご使用される前に必ず最後までお読みください

施工上のご注意
取扱・維持管理上のご注意

おこなわない
禁止

必ず指示に従い、おこなう
注意
！

本文中に使われている図記号の意味は、次のとおりです。

336-2SH
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この内容は2017年6月現在のものです。内容は改良のため予告なく変更することがあります。

●設計条件を超える荷重がかか
る場所では使用しないでくだ
さい。

フロアーハッチ・鉄蓋には設計荷重があります。設計条件を
超える荷重がかかると、破損や変形を招き、事故を引き起こ
す恐れがあります。

施工上の注意事項

●施工前に必ず使用場所の確認
をしてください。

施工前に必ず使用場所の確認をしてください。フロアーハッ
チ・鉄蓋は製品により、サイズ・形状・仕様が大きく異なり
ます。施工前に使用場所に適した寸法、強度、機能の製品か
を確認したうえで、施工してください。

禁止 ●加工をしないでください。 切断、穴あけ、切削、変形などの加工を施さないでください。
製品強度の低下や、錆の発生原因となり、事故を引き起こす
恐れがあります。

●外部からの強い衝撃を与えな
いでください。

搬入時などフロアーハッチ・鉄蓋に、衝撃や荷重をかけない
でください。破損や変形する恐れがあります。

●取り付け・取り外しは専門業者に
依頼してください。

フロアーハッチ・鉄蓋の施工は、製品の機能を維持するた
め、また、施工・取り付け不良による破損や変形、不具合を防
止するためにも、「施工要領書」記載の手順を厳守してくだ
さい。
メンテナンスが必要な場合は、専門業者に依頼してくださ
い。取付方法を誤ると、破損や変形、ガタツキを招き、事故を
引き起こす恐れがあります。
取り付け・清掃・交換・点検などの際は必ず作業用手袋を着
用してください。

●油などが付着した場合、すみやか
に取り除いてください。

油などの滑りやすいものがフロアーハッチ・鉄蓋の表面に
付着すると、歩行者の転倒などの事故を引き起こす恐れが
あります。すみやかに清掃を行い、油などを取り除いてくだ
さい。

●持ち運び及び輸送には、充分ご注
意ください。

重量の重い部材があります。腰などを痛めたり、足の上に落
とすとケガの恐れがあります。

●ステンレス製品について ステンレスは、絶対に錆びない金属ではありません。ステン
レス製品を美しく保つには、設計、施工上の配慮に加えて、
適切な清掃と手入れが必要です。清掃にあたっては、状況
に応じた適切な方法を選んでください。また、ステンレス製
品のうち、SUS304を使用している製品におきましては、通
常、磁性を有しませんが、生産工程における曲げ加工や溶
接などにより、加工部分の金属組織が変わり、磁性を持つよ
うになる場合がありますので、ご了承ください。

●鋳鉄製品について 鋳鉄製の鉄蓋は、使用条件や使用環境により錆が発生する
場合があります。錆が発生した場合は、錆を落としたうえ、
再塗装を施してください。

●タイル等を清掃する場合の注意
事項

タイル等を酸系統（次亜塩素酸ソーダなど）の洗浄液で清掃
する場合、金属製品（ステンレス・アルミニウム・鋳鉄・スチ
ールの塗装品および亜鉛めっき品）の錆の発生を防ぐため、
金属製品に確実に養生を行うか、清掃後水洗いを十分行っ
てください。

取扱・維持管理上の注意事項

注意
！

注意
！

336-2SH



打込型大口径ハッチＲＳＶ－１２、ＲＳＶ－１３　施工要領書

120.0120.0120.0120.0

Ｈ寸法（ｍｍ）
1000900800700

Ｗ－１

製品符号アンカー

受枠

裏面に続く。

150.4150.4150.4144.4Ｗ－２
175.4175.4175.4165.4Ｗ－６
102.4102.496.496.4Ｓ－２
127.4127.4117.4112.4Ｓ－６

型枠パネル上に十字線、開口部内法の線、

開口部芯からの対角線を引き、開口部内法の

線に合わせて受枠を置きます。この時、

アンカーのボルト固定用穴位置もけがきます。

型枠 コーナー金具

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

固定プレート

Ｃ
寸

法
－

Ｈ
寸

法

Ｄ Ｄ

１ ２

３ ４

１ページ

固定プレートをアンカー穴のけがき位置に

釘で固定し、ボルト、六角ナット、平座金を

組み付けます。

付属の型枠をコーナー金具４個で片側のみ

釘で固定し、固定した側を下にして、開口部

内法の線に合わせて置き、コーナー金具を

釘で型枠パネルに固定します。

受枠のアンカー穴を２でセットしたボルト位置

に合わせて、受枠を平座金の上に置き、六角

ナットでレベル調整します。レベル調整後、平

座金、六角ナットを組みつけ受枠を固定します。

コーナー金具

Ｄ－Ｄ断面図

型枠

コーナー金具型枠

Ｂ－Ｂ断面拡大図

ＡーＡ断面図

六角ナット

固定プレート

平座金

ボルト

釘

ボルト

３３４－１Ｋ

平座金

ナット
六角

本施工要領書にご不明な点がございましたら下記までお問合せください。

お問合せ先:（059）377-3232



打込型大口径ハッチＲＳＶ－１２、ＲＳＶ－１３　施工要領書

1000用900用800用700用
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309.5桟木⑥

桟木⑤

桟木④

部品

桟木②

桟木①

桟木⑤

桟木③ 釘

桟木②

桟木①

コーナー金具

桟木④

型枠補強材

養生材 スペーサー

Ｅ Ｅ

釘穴の数

釘穴の数

桟木③

２組１組

桟木③

桟木②

桟木③

釘

桟木③

５ ６

７ ８

２ページ

桟木②、桟木③、桟木⑥を上図のように

釘で固定します。

型枠の上側にコーナー金具を釘で固定し、

上図のように補強用の桟木を取り付けます。

また、型枠の下側からコンクリートが入ら

ないよう釘で型枠パネルに固定します。

受枠と型枠の枠受部にコンクリートが

入らないよう、スペーサー及び養生材

を挿入し、セット完了です。

コンクリートを打設します。

型枠の上側に型枠補強材を釘で固定し、 コンクリート硬化後、養生材、スペーサー、

型枠補強材、コーナー金具、桟木を外し、

型枠をハンマーで外側よりたたいて

養生材

Ｅ－Ｅ断面図

スペーサー

桟木⑥

桟木⑥

３３４－１Ｋ

取り外します。枠受部及び中蓋の受部に

付着したノロ等は、除去してください。

枠受部

本施工要領書にご不明な点がございましたら下記までお問合せください。

お問合せ先:（059）377-3232

枠受部及び中蓋の受部の
ノロを除去する
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